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社
会
科
が

得
意
だ
っ
た

子
が
期
末
テ

ス
ト
を
き
っ

か
け
に
嫌
い

に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は

「
戦
後
の
日
本
が
平
和
だ
っ

た
の
は
、
何
に
よ
る
も
の

か
。
二
つ
書
き
な
さ
い
」
と

い
う
問
題
だ
っ
た
。「
な
ん

て
書
い
た
ん
や
」「
小
学
校

で
習
っ
た
通
り
で
す
。
憲
法

九
条
と
国
民
の
平
和
へ
の
努

力
と
書
き
ま
し
た
」「
そ
の

通
り
や
ん
か
」「
で
も
バ
ツ

で
し
た
」
▼
向
か
い
側
に
い

た
子
が
言
っ
た
。「
正
解
は
、

自
衛
隊
と
安
保
条
約
で
す
」

な
ん
と
一
方
的
な
答
え
だ
。

そ
れ
が
中
学
の
社
会
科
な
の

か
。「
そ
う
か
。
片
山
く
ん

と
こ
の
教
科
書
は
育
鵬
社
や

な
」（
松
本
喜
久
夫
「
希
望

を
紡
ぐ
教
室
」
よ
り
引
用
）

▼
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
歴
史

歪
曲
、
侵
略
戦
争
美
化
、
憲

法
軽
視
で
強
い
批
判
を
浴
び

た
の
が
育
鵬
社
の
中
学
校
歴

史
・
公
民
教
科
書
だ
▼
前

回
、
橋
下
市
長
の
下
で
、
大

阪
市
で
一
括
採
択
さ
れ
、
東

大
阪
、
河
内
長
野
な
ど
府
下

各
地
で
も
採
用
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
全
国
的
に
も
採
択

が
激
減
し
、
大
阪
府
下
で
も

泉
佐
野
市
で
公
民
採
択
の
み

と
な
っ
た
▼
教
職
員
組
合
と

市
民
の
粘
り
強
い
運
動
が
実

っ
た
結
果
と
言
え
る
。
未
来

を
つ
く
る
子
ど
も
た
ち
に
手

渡
す
教
科
書
が
ど
れ
ほ
ど
大

切
な
も
の
か
、
改
め
て
か
み

し
め
る
と
と
も
に
、
教
科
書

検
定
の
民
主
化
を
求
め
て
い

き
た
い
。�

（
Ｋ
Ｍ
）
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大
阪
市
を
解
体
し
４
つ
の
特
別
区
に
分
割
す
る
制
度
案
が
、
府
議
会
・
大

阪
市
会
に
お
い
て
、
維
新
・
公
明
・
自
民
（
一
部
）
の
賛
成
に
よ
っ
て
可
決

さ
れ
、
２
度
目
の
「
住
民
投
票（
大
阪
市
住
民
に
よ
る
）」が
決
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
っ
て
、
医
療
・
公
衆
衛
生
・
教
育
の

分
野
で
、
い
の
ち
暮
ら
し
を
守
る
社
会
体
制
の
脆
弱
さ
が
浮
か
び
上
が
る
な

か
、「
今
な
す
べ
き
は
『
住
民
投
票
』
で
は
な
く
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
最

優
先
に
し
た
政
治
・
社
会
へ
の
転
換
」
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

全体会 ９月19日（土）開会13：30～

場　所 大阪
市立阿倍野区民センター大ホール

（大阪メトロ谷町線・阪堺電車上町線「阿倍野」駅下車 徒歩５分）

寮 美千子さん（作家）講　師

大阪市こわしにＮＯの審判を！

大阪市こわし阻止鶴橋宣伝

公
衆
衛
生

　
「
構
造
改
革
」
の
号
令
で
、

全
国
の
保
健
所
が
、
８
５
０

カ
所
以
上
（
１
９
９
０
年

代
）
か
ら
４
７
２
カ
所
（
２

０
１
９
年
）
に
減
ら
さ
れ
る

な
か
、
大
阪
市
は
24
→
１
に

激
減
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
（
府

全
体
は
54
→
18
）。「
保
健
所

の
少
な
さ
が
、
大
阪
の
コ
ロ

大
阪
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

（
公
衆
衛
生
・
教
育
）

「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」

じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？

特
別
区
は
、

自
治
体
と
し
て
半
人
前

「
維
新
」の
大
嘘
を

見
破
ろ
う
！

ナ
患
者
の
重
症
者
数
や
感
染

経
路
不
明
者
数
全
国
ワ
ー
ス

ト
に
な
っ
て
い
る
大
き
な
原

因
で
す
」（
医
療
関
係
者
）

教
育
分
野

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い

て
、
全
国
知
事
会
・
市
長
会

・
町
村
会
が
「
少
人
数
学
級

・
教
員
確
保
」
を
求
め
、
教

育
研
究
者
有
志
が
、「
少
人

　

５
年
前
、
大
阪
市
こ
わ
し

「
反
対
」
が
市
民
の
答
え
で

し
た
。
当
時
市
長
で
あ
っ
た

橋
下
氏
は
「
２
度
目
は
な

い
。
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」

「
否
決
な
ら
都
構
想
断
念
」

と
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
維
新

政
治
は
、
市
民
を
だ
ま
し
、

税
金
10
億
円
も
か
け
、
住
民

投
票
に
猛
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
や
り
方
に
、「
勝
つ
ま

で
じ
ゃ
ん
け
ん
」
の
卑
怯
な

や
り
方
、「
閉
店
セ
ー
ル
を

く
り
か
え
す
」
詐
欺
ま
が
い

商
法
、
な
ど
の
批
判
が
お
き

て
い
ま
す
。

　

問
題
な
の
は
、

① 

住
民
投
票
が
、
市
民
の
声

か
ら
で
な
く
、「
維
新
」

に
よ
る
党
利
党
略
で
あ
る

こ
と
。

② 

「
都
」
構
想
と
言
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
都
に
は
な
ら

ず
、
半
人
前
の
自
治
体

（
＝
特
別
区
）
を
つ
く
る

だ
け
。

③ 

特
別
区
に
な
る
と
、
二
度

と
政
令
市
に
戻
れ
な
い
こ

と
（
東
京
都
の
特
別
区
の

よ
う
に
）。

　

維
新
は
、
今
回
の
制
度
案

を
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」

し
た
と
い
い
ま
す
が
、
骨
格

と
し
て
特
別
区
の
分
割
を
５

→
４
に
す
る
だ
け
で
、
政
令

市
の
権
限
・
財
源
は
弱
体
化

し
、
他
の
市
町
村
よ
り
一
部

権
限
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い

①�

区
域
内
に
庁
舎
が
な
く
な

る

　

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
北

と
南
に
位
置
す
る
２
つ
の
特

別
区
は
、
区
域
内
に
庁
舎
が

な
く
な
り
ま
す
（
中
之
島
庁

舎
を
共
同
使
用
す
る
予
定
）。

ま
す
。

―
政
令
市
の
財
源
・

　

権
限
が
弱
体
化
―

① 

一
般
財
源
約
８
６
０
０
億

円
の
う
ち
約
２
０
０
０
億

円
が
広
域
的
な
事
業
と
し

て
府
の
財
源
に
吸
収
さ
れ

数
学
級
と
豊
か
な
学
校
生
活

の
保
障
」
の
ネ
ッ
ト
署
名
を

行
な
う
な
ど
、「
少
人
数
学

級
」
実
現
は
、
国
民
世
論
と

し
て
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
堺

都構想

市
を
は
じ
め
府
下
13
市
町
村

で
は
、
財
源
・
権
限
を
活
か

し
、
独
自
の
少
人
数
学
級
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
大
阪
市
は
、
約

３
分
の
１
の
小
学
校
（
84

校
）
を
対
象
に
統
廃
合
を
推

進
し
て
い
ま
す
。「
密
」
を

さ
け
る
た
め
の
少
人
数
学
級

の
流
れ
と
逆
行
し
て
い
ま
す

（
府
は
、
少
人
数
学
級
独
自

実
施
し
な
い
５
府
県
の
一

つ
）。

ま
す
。

② 

府
が
進
め
る
カ
ジ
ノ
誘
致

（
現
在
大
阪
市
域
の
夢
洲

に
建
設
予
定
）
な
ど
、
重

要
政
策
に
つ
い
て
賛
否
の

意
思
決
定
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

―
他
の
市
町
村
よ
り

権
限
が
弱
体
化
―

③ 

財
源
が
府
に
委
ね
ら
れ
る

た
め
、
他
の
市
町
村
よ
り

教育のつどい大阪 2020
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図１　対象となる市町村
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天王寺区天王寺区

少
人
数
学
級
の
実
施
が
困

難
に
な
り
ま
す
。

④ 

国
と
の
直
接
交
渉
権
が
な

く
な
り
ま
す
。

　

 　
２
年
前
の
台
風
21
号
被

害
に
際
し
、
大
阪
府
は

「
独
自
の
支
援
策
を
と
ら

ず
、
市
町
村
任
せ
」
で
し

た
。
被
害
を
受
け
た
各
市

町
村
は「
国
と
の
交
渉
権
」

を
行
使
し
、
財
政
的
な
補

助
を
獲
得
し
ま
し
た
。

全
国
見
渡
し
て
も
、
区
域
内

に
庁
舎
が
な
い
自
治
体
は
、

離
島
だ
け
で
す
。
維
新
が
い

う
「
ニ
ア
・
イ
ズ
・
ベ
タ
ー

（
き
め
細
か
な
住
民
サ
ー
ビ

ス
）」
と
は
ほ
ど
遠
い
状
態

で
す
。
区
域
内
に
庁
舎
が
な

け
れ
ば
、
確
実
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
悪
化
し
ま
す
。
自
然

災
害
（
地
震
・
台
風
な
ど
）

（
１
）「
ニ
ア
・
イ
ズ
・

　
　

ベ
タ
ー
」の
嘘

（
１
）財
政
負
担
、

　
　

毎
年
20
億
円

　

国
か
ら
の
交
付
金
は
政
令

市
時
と
同
額
と
な
り
ま
す

（
橋
下
市
長
時
、
国
に
対
し

『
同
額
で
か
ま
わ
な
い
』
と

言
い
切
る
）。
特
別
区
分
割

に
よ
る
経
費
増
（
シ
ス
テ
ム

改
修
、
庁
舎
整
備
な
ど
）

が
、
毎
年
20
億
円
の
赤
字
と

な
り
ま
す
（
４
人
家
族
が
１

軒
の
家
に
住
む
の
と
、
４
人

が
ば
ら
ば
ら
に
住
む
の
と
で

は
維
持
費
用
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
）。

　

こ
の
コ
ス
ト
増
が
、
他
の

市
町
村
負
担
に
な
る
可
能
性

他
の
市
町
村
へ
の
影
響

11月１日 予

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
期
間
は
10
年
間
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、「
特
別
区
黒
字
」

の
当
て
は
な
く
、
永
遠
に
続

く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）隣
接
市
が

　
　

特
別
区
に

　

大
阪
市
が
廃
止
さ
れ｢

特

別
区｣

に
な
れ
ば
、
隣
接
し

て
い
る
市
は
市
議
会
の
議
決

だ
け
で｢

特
別
区｣

に
移
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
北

は
豊
中
市
、
東
は
東
大
阪

市
、
南
は
堺
市
ま
で
の
10
市

が
対
象
と
な
り
ま
す
（
図

１
）。
そ
の
後
も
市
町
村
合

併
と
同
じ
で
他
の
自
治
体
も

次
々
と｢

特
別
区｣

に
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

時
、
住
民
の
誘
導
な
ど
、
深

刻
な
事
態
を
ま
ね
き
か
ね
ま

せ
ん
。

②�

今
で
も
、
住
民
の
い
の
ち

く
ら
し
が
危
機
に

　

大
阪
市
は
、
区
域
内
に
24

の
区
役
所
が
あ
る
今
で
も
、

国
か
ら
の
「
10
万
円
給
付
」

の
遅
れ
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
で

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
陽
性
率

が
13
・
１
％
（
大
阪
市
以
外

の
市
町
村
は
５
・
８
％
）
と

異
常
に
高
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
遅
れ
が
要
因
と
考
え
ら
れ


